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平成17年度バランスシート（平成18年 3月 31日現在）バランスシートとは
バランスシートとは「市の資産や借金
がどれくらいあるのか」を示した表で
す。このバランスシートにより道路・
学校・公園・住宅などや基金・現金な
どの財産がいくらあるのか，一方，地
方債残高など市民の借金である負債が
どれだけあるのかといったことがわか
ります。このバランスシートの構成は，
左側（借方）が「資産」，右側（貸方）
が「負債」と「正味資産」となっており，
「資産」=「負債」+「正味資産」とい
う関係にあります。

（※ 1）借方　お金を何に，いくら
使ったかを表しています。

（※ 2）貸方　お金をどこから，い
くら集めたかを表しています。

（※ 3）有形固定資産　学校や道路
の建設に使われたお金の総額です。価
格は毎年減価償却（価格の見直し）を
しています。土地代は購入したときの
価格で累計しています。

（※ 4）投資等　関係団体への出資
金や公共施設の整備等に蓄えているお
金です。

（※ 5）流動資産　現金や預金，必
要なときに現金化できる積立金，また
は年度末において納められていない税
金等です。

（※ 6）負債　借金返済など，これ
から市民が負担する金額です。
【地方債・翌年度償還予定額】　学校，
道路などを建設するための財源とし
て市が借金しているお金です。
【債務負担行為】　有形固定資産で，
物件の引き渡しを受けたもので平成
18年度以降に支払う額です。
【退職給与引当金】　年度末に全職員
が退職すると仮定した場合の退職金
の合計額です。将来負担するものと
して負債に計上しています。

（※ 7）正味資産　今までの世代が
負担した金額です。これまで学校，道
路などを建設するために使ったお金
のうち，国や県の補助金や市税などに
よって取得した，今後返済の必要のな
い資産です。

●有形固定資産（※ 3） ●負債（※ 6）

798 億 7,314 万円【内訳は別表１】

798億7,314万円計
242 億 2,638 万円］　［うち土地

●投資等（※ 4）

9 億 4,765 万円投資および出資金
3億 4,973 万円貸付金
33億 9,221 万円基金（特定目的基金等）

46億8,959万円計

●流動資産（※ 5）

3 億 2,873 万円現金・預金
8億 7,431 万円未収金

12億    304万円計

364 億 1,848 万円固定負債
275 億 9,912 万円　 地方債

22億 7,278 万円　 債務負担行為

65億 4,658 万円　 退職給与引当金

28 億 8,307 万円流動負債
28 億 8,307 万円　 翌年度償還予定額

393億    155万円計

●正味資産（※ 7）

117 億 8,291 万円国庫支出金
93億 3,797 万円県支出金
253 億 4,334 万円一般財源等

464億6,422万円計

【資産の部】 【負債の部】

借　　方（※ 1） 貸　　方（※ 2）

資産合計 負債・正味資産合計

857億 6,577万円 857億 6,577万円

※バランスシート作成の対象会計は「一般会計」と「土地取得特別会計」で，総
務省版作成マニュアルに準拠して作成しています。有形固定資産の計上方法は，
昭和 44年度以降の「地方財政状況調査表」を積み上げて計上しています。

市民１人あたり　（117万円）

市民１人あたり　（68万円）

市民１人あたり　（58万円）

市民１人あたり　（2万円）

市民１人あたり　（7万円）

市民１人あたり　（126万円）市民１人あたり　（126万円）

※（　）の額は市民１人当たりの額で，平成 18 年 3 月 31 日現在の人口
67,855 人で計算しています。

有形固定資産の内訳（別表１）
0％ 40％30％20％10％ 50％ このグラフは，バラン

スシート上の有形固定
資産を行政の目的別の
割合で示したものです。
土木費は公営住宅や道
路等を整備したことに
より，また，教育費は
学校や公民館等を建設
したことにより割合が
高くなっています。

【一般会計・特別会計決算編】

【正味資産の部】


